
   

 

 

 

 

 

 

実施日：平成 25 年 9 月 8日（日）、9日 9日（月） 

時間：9：30－16：30 

 

講座の概要 

地域ケア開発研究所と看護学部の教員が、災害看護に関する具体的な教育内容と提供方法についての

講義を行いました。災害看護の基礎能力や災害に関する法律、地域の備えに加えて、災害時要援護者を

対象とした災害後の健康問題と看護ケアについて、詳しく説明されました。 

 

9 月 8日（日） 

災害と法、災害と外国人、地域の備えと減災教育、災害看護のコアコンピテンシー、災害看護教育の

方法について 

9 月 9日（月） 

 地域における災害後の中長期の看護について、被災者および援助者の心のケア、災害と高齢者、災害

時の感染看護 

 

講座内容 

 

◆ 災害と法（東日本大震災を受けて） 

講師：兵庫県立大学地域ケア開発研究所 講師 黒瀧 安紀子 

私たちの命や生活が法律によってどのように守られているのか、法律が規定している防災体制や仕組

みがどのようになっているのか、について、災害対策基本法、災害救助法、被災者生活再建支援法など、

具体的な法律によって説明しました。また、東日本大震災による改定や新たにできた法律、津波対策の

推進に関する法律や東日本大震災復興基本法などについても説明しました。さらに、災害時に、法律に

規定されている以外のことで、看護ができることについても述べました。 

 

◆ 災害と外国人 

講師：兵庫県立大学地域ケア開発研究所 教授 呉 小玉 

１．災害時における外国人という対象者をどのように捉えるのか、「看護」の定義及び「災害看護」

の定義から説明し、その中から災害と外国人に関する災害看護の教え方について説明しました。 



２．日本や世界における災害の多様性を説明し、多様な危機の中、人によって健康生活に与える影響

も、健康ニーズも、対処方法も違うという視野を入れて、災害発生の多様性からみた災害看護の教え方

について説明しました。 

３．災害時において外国人を地域に住む異文化者として理解し、当たり前のことは通用しない場合も

ある視野を広げるために、文化の構造や枠組み及び外国人の定義からみた災害看護の教え方について説

明しました。 

４．上記の３点を踏まえたうえで、災害時における外国人という対象者はどのような困難があるのか、

看護はいかに外国人を支援していくかについて具体的に説明しました。 

 

◆ 地域の備えと減災教育 

講師：兵庫県立大学地域ケア開発研究所 教授 神埼 初美 

いつどんな災害でも最も必要となり頼りになるのは住民同士の自助共助です。しかし、災害時に実際

にどれだけ有効に自助共助できるかはわかりません。地域の要援護者と呼ばれる人々を共助して迅速に

救助できるのかという問題もあります。 

私は、共同研究者と共に中学生や地域住民の減災能力向上と人材育成に着目し、平成 18年度から明石

市役所総合安全課、中学校の先生と連携した実践をしてきました。最近では地域住民や専門職とも連携

し実践しています。講義ではその実践とノウハウの具体をお話ししました。 

  

◆ 災害看護のコアコンピテンシー（基礎能力） 

講師：兵庫県立大学地域ケア開発研究所 教授 山本 あい子 

看護教育卒業時に、学生に修得していて欲しい災害看護に関する５つの基礎能力を研究として明確に

した過程と、５基礎能力：災害看護の基本的姿勢、アセスメント能力と展開能力、災害時の要支援者と

その家族への援助に関する能力、ケア体制整備に関する能力、研鑽する能力、についてお伝えしました。

また国際看護師協会が示している一般の看護師の災害看護能力に関する枠組みについても説明していま

す。 

 

◆ 災害看護教育の方法について 

講師：兵庫県立大学地域ケア開発研究所 教授 山本 あい子 

   兵庫県立大学非常勤研究員 信川 創 

災害看護教育を行うに当たり、大学教育・大学院教育・継続教育におけるそれぞれの教育目標と、大

学における授業構成の考え方等についてお話しました。講義・演習・実習等の教育形態がありますが、

患者モデルを用いた、あるいは図上訓練等、シミュレーションによる教育方法についてもお伝えしまし

た。受講された方々が実施されている教育方法についても、その経験を共有し合いました。 

 

◆ 地域における災害後中長期の看護について 

講師：兵庫県立大学 生涯広域健康看護Ⅱ 准教授 牛尾 裕子 

 本学学部３回生対象に実施している「災害看護論」について、ねらい、内容、教育方法の工夫や学生

の反応を、学部生対象の災害看護教育の一例として紹介しました。特に講義内容の具体例として、災害



看護のイメージを持たない学生対象に、どのように学習の動機づけを高めるのか、科目第１回目におけ

る工夫の例や、地域における中長期的看護活動として、仮設住宅における活動例を用いた講義の実際を

提示しました。 

 

◆ 被災者および援助者の心のケア 

講師：兵庫県立大学 元教授 近澤 範子 

災害による心理的影響、被災者への心のケア、救援活動による心理的影響、援助者のストレスマネジ

メント、援助者のメンタルヘルス支援に関して、大震災後の現象に関する共通の知見や自身の体験を織

り交ぜて伝えることを通して専門知識への理解を深めるとともに、看護職の実践に活用できる技術を学

べるように授業を展開しました。併せて教育的活用の観点から、授業内容の構成とその意図、提供する

専門知識と技術、伝え方のポイントと留意点について話しました。 

  

◆ 災害と高齢者 

講師：兵庫県立大学 生涯広域健康看護Ⅰ 准教授 高見 美保 

 「高齢者の災害問題と健康問題」と題した講義を行いました。ここでは、高齢者の特徴や高齢者看護

の考え方をふまえた上で、災害時における高齢者の脆弱性や被災時に遭遇するリスクをその背景から概

観しました。また、災害時の高齢者への支援として、日常生活（食事、排泄、清潔、活動面）への具体

的看護や健康悪化を予防する取り組み、平常時からの備えについても説明を行い、高齢者の災害への対

応力を高める支援の重要性についても、参加者と共に共有しました。 

 

◆ 災害時の感染看護 

講師：兵庫県立大学 実践基礎看護 教授 森本 美智子 

災害時に生ずる代表的な感染症はどのような感染症が多いのか。それらの感染症を微生物学な面から

感染経路、特徴の講義をしました。東日本大震災時に兵庫県災害医療チームとして石巻市の被災支援の

経験を踏まえ、病院・避難所おける感染症の発生状況の説明、および各々の感染予防の取り組みについ

て、健康管理、環境面の清掃・消毒（トイレ等）、手指衛生、食中毒予防等を物品不足の状態の中で「今

あるもので、何ができるか」という感染予防について、災害時の感染看護の立場から説明しました。 

  


